
車両搭載機器に関する電気的負荷の電圧変動イミュニティ試験

規格試験と試験環境構成例

マルチファンクションジェネレータ　WF1973/WF1974
高速バイポーラ電源　As-161 シリーズ / バイポーラ電源　BPシリーズ

ISO 16750-2 : 2012　
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試験条件

規格に記載された試験概要と、当社製品を用いた試験環境の構成例をご紹介します。

■目的　 クランキング中およびクランキング後のDUTの動作を検証する。

■試験方法　図および表１と表２で指定されている起動プロファイルを10回、DUTの該当するすべての入力に同時に適用します。

 起動サイクルの間に1秒から2 秒の間隔をあけることを推奨します。

 表１および表２に記載されているプロファイルは、アプリケーションに応じて選択します。

■要件 クランキング中の車両操作に関連する機能はClass Aであること。 

 その他の機能は、表１または表２に従うものとします。

 Class A：試験中および試験後もDUT は正常動作すること。（参照  ISO 16750-1 )

規格の概要
起動プロファイル

信号発生器 増幅器 DUT

ブロック図
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時間

周波数 2Hz �f 下降時間

�r 上昇時間

�6, �7, �8 持続期間パラメタ（表１および表 2参照）
�B ジェネレータが停止時の電源電圧（参照  ISO 16750-1）
�S 電源電圧

�S6 �6における電源電圧

パラメタ レベル

8（－0.2）
9.5（－0.2）
5（±0.5）
15（±1.5）
50（±5）

1000（±100）
40（±4）
A＊1

A＊2

B＊3

B＊4

4.5（－0.2）
6.5（－0.2）
5（±0.5）
15（±1.5）
50（±5）

10000（±1000）
100（±10）
B＊1

B＊2

C＊3

C＊4

3（－0.2）
5（－0.2）
5（±0.5）
15（±1.5）
50（±5）

1000（±100）
100（±10）
B＊1

C＊2

C＊3

C＊4

6（－0.2）
6.5（－0.2）
5（±0.5）
15（±1.5）
50（±5）

10000（±1000）
100（±10）
A＊1

B＊2

C＊3

D＊4

■表1  12V 系システムの起動プロファイルパラメタ

電圧
（V）

最低限
求められる要件
（class）

最低限
求められる要件
（class）

持続
期間
（ms）

電圧
（V）

持続
期間
（ms）

＊1 �smin = 6V、�smax = 16V（Code A）  ＊2 �smin = 8V、�smax = 16V(Code B）  ＊3 �smin = 9V、�smax = 16V（Code C）  ＊4 �smin = 10.5V、�smax = 16V（Code D）
＊5 �smin = 10V、�smax = 32V（Code E）  ＊6 �smin = 16V、�smax = 32V(Code F）  ＊7 �smin = 22V、�smax = 32V（Code G）  ＊8 �smin = 18V、�smax = 32V（Code H）
※Code A～H については、ISO 16750-2:2012 4.2.2 参照

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
�S6
�S
�f
�6
�7
�8
�r

パラメタ レベル

10（－0.2）
20（－0.2）
10（±1）
50（±5）
50（±5）

1000（±100）
40（±4）
A＊5

A＊6

B＊7

B＊8

8（－0.2）
15（－0.2）
10（±1）
50（±5）
50（±5）

10000（±1000）
100（±10）
B＊5

B＊6

C＊7

C＊8

6（－0.2）
10（－0.2）
10（±1）
50（±5）
50（±5）

1000（±100）
40（±10）
B＊5

C＊6

C＊7

C＊8

■表 2  24V 系システムの起動プロファイルパラメタ
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4.6.3 Starting profile
起動プロファイル



試験環境の構成例

■WF1973/WF1974とAs-161シリーズまたはBPシリーズを用いた設定例

12V系レベル1 �S6= 8V、�S= 9.5V、�f= 5ms、�6= 15ms、�7= 50ms、�8= 1000ms、�r= 40msの場合

シーケンスモード機能を使って以下のプログラムを設定
WF1973/WF1974の設定

利得10倍
As-161シリーズの設定 

上記の設定で、As-161シリーズからDUTへ電圧を印加する。

動作モード  CV（定電圧）、EXT（外部信号源）
利得100倍（固定）

BPシリーズの設定

上記の設定で、BPシリーズからDUTへ電圧を印加する。

DUT

車載電装品

高速バイポーラ電源
As-161シリーズ

マルチファンクションジェネレータ

波形出力 バッテリ出力を模擬

バイポーラ電源
BPシリーズまたは

※記載内容は、2020年12月23日現在のものです。

●本資料は規格の概要と構成例を紹介しています。実際の試験にあたっては規格の原文をご確認ください。
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●測定機器のご紹介

●±60V、120Vp-p　
　±10A～±100A
　（全 10機種）

●DC～150kHz

●0.01μHz～30MHz

●連続、スイープ、内部 /外部変調、
　バースト/トリガ/ゲート

●シーケンス機能60A/60Vモデル

バイポーラ電源

BP4610 (±10A)

●－15V～＋60V/－10V～＋30V

●30Apk/60Apk/120Apk/
   240Apk、6モデル

●DC～150kHz
WF1973

BPシリーズ
マルチファンクションジェネレータ
WF1973（1ch） / WF1974（2ch）

高速バイポーラ電源
As-161シリーズ

規格試験と試験環境構成例  ISO 16750-2 4.6.3

WF1973（1ch） / WF1974（2ch）


